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飲酒時の食事摂取は何故重要なのか？
～アルコール代謝動態への影響からみた考察～

アルコールは酵母のもたらす最大の贈り物である。その甘美な贈り物も，飲み方によっては醜悪な贈り物

と化してしまうため，アルコール代謝動態の研究は重要であるが飲酒時の様々な条件が及ぼす影響につい

ては，エビデンスが少ない。そこで，飲酒時の種々の条件の中でも特に重要な飲酒時の食事摂取が，アルコ

ール代謝動態に及ぼす影響，ならびにその役割について主にヒ卜でのデータを基に今回解説いただいた。

1. はじめに

アルコールやその代謝産物は，多幸感や不快感など

種々の酔いの感覚をもたらしかっ多岐に渡る生理的

影響を及ぼすことから，それらの代謝動態は酔いの感

覚や生体への影響を論じる上で最も重要な知見である

といえる。私達が日常的に飲酒を行なう際，いつも同

じ酔い方をするとは限らず，日によってかなり酔いが

回る日ゃあまり酔いを感じない日があることをよく経

験する。そこにはアルコール代謝動態に影響を及ぼす

様々な因子（飲酒の諸条件）が存在している。諸条件

というのは多様で，例えばお酒の種類（醸造酒，蒸留

酒など成分や度数の違い），飲酒量，飲酒スピード，

食事摂取の有無のような条件が思い浮かぶ。また，個

人差というものを考えた場合，アルコール代謝関連遺

伝子多型，性別，飲酒習慣がもたらす代謝能力の変化

等といった条件もある。文献を調べると，アルコール

代謝動態は古くから研究がなされ，基本的な動態につ

いては詳しく解明されている l）。しかしながら，飲酒

時の様々な条件がアルコール代謝動態にどのような影

響を及ぼすのかについては意外にもエピデンスが少な

い。我々は，適正飲酒啓発に利用するといった観点か

ら，飲酒時の種々の条件がアルコール代謝動態や生理

的変動にどのような影響を及ぼすのかを具体的に知る

ため，ヒトを対象とした飲酒試験を各種条件下で繰り
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返し行ないデータを集積しつつあるト10）。ここでは，

飲酒時の種々の条件の中で最もアルコール代謝動態に

影響するといえる飲酒時の食事摂取について，アルコ

ール代謝動態との関わりをヒトでのデータを中心に取

り上げてみたい。

2.飲酒後の血中アルコール濃度の推定

アルコールの一般的な体内動態，代謝酵素やその遺

伝子多型等に関する知見については本稿では割愛する

ので他総説 11 13）等を参照されたい。ここでは，食事

（食物）の影響を述べる前に，飲酒後の血中アルコー

ル濃度（以下， BACと略す）について理解を深める

ために，まずはその推定方法について取り上げる。飲

酒量がいわゆる適量（アルコール量で20～25グラム

程度）の場合，約 30分で最高血中アルコール濃度

（以下， BACmaxと略す）に達し飲酒量が多くな

ってくると飲酒スピードにもよるが1時間以降に最大

を迎える。そして，このBACmaxはWidmarkの提

唱式 14）から考えると，“体重×アルコールの分布容

積”とアルコール摂取量から近似が可能である。分布

容積とは，薬物が瞬時に血禁中と同じ濃度で各組織に

分布すると仮定した際に求められる容積（リットル／

キログラム体重）のことである。アルコールは吸収さ

れて循環血流に移行後，主に体内の各組織の水分の存

在する場所へ速やかに分布することから， 1本重×アル

ーConsiderationof a positive effect on pharmacokinetics of alcohol-
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コールの分布容積”は体水分量に近似される。すなわち， 謝能力は成人体重から概算すると 1時間当たり 5～ 6

最高血中アルコール濃度（BAC-max) ＝摂取した

アルコール量（グラム）ー体水分量（リットル）

という式で簡単に求めることができる。実際には

BAC-maxに達するまでに一部代謝が行われているが，

日本人のアルコール代謝能力はおよそ1時間あたり

0.lg/kg体重であり 15），例えば体重60kgの人では 1

時間に代謝できるアルコール量は6グラム程度となる。

また，アルコールの代謝は実際にはWidmarkが提唱

したような0次消失ではなく， Michaelis-Men ten型

の消失動態 16）を取ることが分かつており， BACが低

い吸収相での代謝量は0.lg/kg体重／時間よりも少な

いと考えられる。従って，空腹状態で十分な量を素早

く飲酒した場合は上記三つのパラメータのみでほぼ推

定できるといえる。例として，おj商に強いタイプとし

て知られる ALDH2*1／守型（ALDH:aldehyde de-

hydrogenase）の男性に 0.32gアルコール／kg体重の

焼酎を空腹状態で飲んでもらうと，アルコール摂取量

と体水分量から算出した推定BAC-maxは0.48mg/ml

であり，実際にBAC-maxを測定すると平均値で

0.47mg/ml2lとほぼ等しい値が得られた。

ところで＼この簡便な算出方法は空腹状態で十分な

量を素早く飲酒した場合によく当てはまることから，

いわゆるイッキ飲み後のBAC-maxを推定するのに有

用である。多量飲酒の一例として，アルコール度数

25%の焼酎を 1.1リットル飲むと摂取アルコール量は

約220グラムになる。一般男性の体水分率はおよそ

60%と言われているので体重60kgだと体水分量は約

36リットルになる。すると 2207 36 "" 6.1グラム／

リットルとなり，体重60kgの男性が上記の量をほぼ

空腹の状態でイッキ飲みすると BAC-maxは0.61%程

度まで達する計算になる。アルコールによる延髄の呼

吸中枢等の抑制作用によって昏睡期から死に至る

BAC-maxの目安は0.4～0.5%とされているので，こ

れがどのような不幸な結果を招くか容易に想像ができ

る。我々は日常的な飲酒の際，自身の酪百T度によって

飲酒量や飲酒スピードをある程度コントロールしてい

るが，イッキ飲みの恐ろしさは飲酒によって酪町を感

じる前に多量のアルコールを短時間で摂取してしまう

ことにあると言える。日本人の平均的なアルコール代
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グラム程度に過ぎず，代謝能力が強い人でも 1時間当

たりに代謝できるアルコール量は十数グラム程度と言

われている。よって，どんなに代謝能力が強くても多

量飲酒時のBACの急激な上昇を抑えることはできな

い。なお，本稿ではアルコール代謝の男女差について

は詳しく取り上げないが，一般的に女性の場合は男性

よりも体水分量が少ないためにBAC-maxはより高値

傾向となる 17）。

3.飲酒後の血中アルコール濃度に対する食事の

影響

「お酒は食べながら飲みましょう（“Don'tdrink al-

coho! on an empty stomach”）」という言葉をよく聞

くが，何故食べながら飲むのが良いのであろうか？

文献を調べると，飲酒時に食事を摂取することで

BACが顕著に低下するという現象は古くから知られ

ており， 1925年には既に報告されていた 18）。我々 は，

このような食事の影響が異なる飲酒条件下でも共通に

認められるか否かを確認するため，アルコール代謝関

連遺伝子多型を異にする ALDH2ワ／ワ型（お酒に強

いタイプ）と ALDH2ワ／＊2型（お酒に弱いタイプ）

の両方を対象に飲酒試験を行なった。なお，お酒が飲

めないタイプである ALDH2*2／ヲ型については試験

対象から除いた。結果として，ビール（醸造酒）であ

っても焼酎（蒸留酒）であっても食事（460kcalの軽

食）を伴う飲酒は両多型ともに空腹時飲酒に比べて著

明に BACが低くなることを確認した2)（第l図）。こ

のことから分かるように，上述の簡単な計算による

BAC-maxの推定は食事を共にする飲酒時においては

全く当てはまらない。

それでは，飲酒時に食事を摂ると何故このような著

明な BACの低下が生じるのであろうか。一つの機序

として，食物に含まれる糖質（ブドウ糖，果糖等）や

一部のアミノ酸（アラニン等）が吸収されて肝臓に移

行しそれらの代謝の過程で生じたピルビン酸が，飲

酒により上昇する NADHのNAD＋への再酸化を高め

ることでアルコールの代謝を円滑に進めることが挙げ

られる。我々が実施した試験でも第1図に示した

BAC低下の際に，食事は確かにアルコール代謝に基

づくピルビン酸濃度の低下を軽減し 6,8). 1時間当た

りのアルコール代謝量を増やしていた 2)（第2図－A,

醸協（2017)
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第 1図 適量飲酒後の血中アルコール濃度推移に及ぼす食事の影響

飲酒量は 0.32gアルコール／kg体重，食事は460kcalの市販テストミールを用いた。図は文献2）から一部改変し

て引用した。
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第2図 A：適量飲酒による血中ピルピン酸濃度低下に及ぼす食事の影響

それぞれの飲酒条件において飲酒前の値に対する有意差をアスタリスクにて示した（p< 0.05 by Scheffe’s test）。
図は文献6β）をもとに作成した。

B：適量飲酒後のアルコール代謝量に及ぼす食事の影響

1時間当りに代謝したアルコール量（kg体重当り）について，それぞれの多型において異なる記号をもって有意

差を示した（p< 0.05 by Scheffe’s test）。図は文献2）をもとに作成した。
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B）。一方，健常人に0.4g/kgアルコールを静脈投与

した他の報告 19）では，食事の摂取によってアルコー

ル代謝速度は上昇したもののBAC-maxの低下は見ら

れていない。我々はラットを用いて，蛋白・脂質・炭

水化物を含有するカロリ－i夜（市販の栄養調整飲料）
とアルコールを用いた実験を行った。カロリー液を強

制胃内投与後にアルコールを同じく胃内投与すると，

アルコールのみを投与した場合（カロリー液の代わり

に水を投与）に比べてやはり著明なBACの低下を認

め，一方で，カロリー液を強制胃内投与してアルコー

ルを腹腔内投与した場合ではアルコールのみを投与し

た場合と比較してBAC-maxの差が全くみられないこ

とを確認した 3)（第3図）。以上のことは， BAC-max

の低下が食事成分の働きによる肝での代謝充進のみで

は生じず，アルコールと食事（成分）がともに消化管

を通過する過程でのインタラクションが必要であるこ

とを示している。

アルコールの胃排出速度が低下すると小腸に到達す

る時聞が長くなることや，食事由来の水分等の影響に

よってアルコール度数も低下することでその吸収速度

が低下する。実際に，固形食や食品成分の摂取が胃内

滞留時間を延長することで飲酒後のBACを低下させ

たとする報告 20）や，食事摂取による BAC-maxの低下

が胃排出速度を高める薬物の投与によって減弱される

ことが報告されている 21)。そうなると，食事がBAC

を低下させる機序としてFirstPass Metabolism （初

アルコール強制胃内投与

(m日／mり eト対照群
1.2 

血中
-0 加りー液群

ア
jレ0.8

コ

｛度農レ 0 斗. 

。
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回通過代謝，以下FPMと略す）を考慮する必要が生

じる。アルコールは肝で代謝されることはよく知られ

ているが，消化管にも Km値の高いClassEやNに

属するアルコール脱水素酵素（alcoholdehydroge-

nase: ADH）の存在が分かつており，これらがアルコ

ールのFPMをもたらすものと考えられている 22）。胃

切除者ではアルコールの経口投与と静脈内投与とでの

BAC-AUC （血中アルコール濃度下面積）の顕著な差

が見られなくなることお）’また，静脈投与AUCから

経口投与AUCを差しヲ｜いた値が胃内のADH活性と

正の相関を示したことお）から胃でのFPMの存在が示

唆されている。一方で，ラットを用いた検討によりア

ルコールの胃内における FPMはごくわずかであると

する報告お）もなされ，胃における FPMの存在，また

その寄与率等については未だに一定の見解は得られて

いなし、。確かにアルコールを薬物的に捉えて単独で、投

与した場合は素早く吸収されて体循環に移行するため

胃あるいは肝でのFPMは限定的であると思われる。

しかし，日常的には何らかの食物を摂りながら飲酒す

ることの方が多く，その場合は胃におけるアルコール

の滞留時聞が長くなる。そして，門脈ならび、に肝内へ

流入する速度が遅くなるとともに門脈中濃度も低くな

るので，胃あるいは肝でのFPMの寄与が高まり，結

果として循環血中に移行後のアルコール濃度が低値に

なると考えられる。もし，胃・肝いずれにおいても

FPMが存在しない場合は，胃排出速度の低下によっ

アルコール腹腔内投与
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第3図 アルコール投与後のラット血中アルコール濃度推移に及ぼすカロリー液ならびにアルコール投与経路

の影響

ラットにカロリー液を 8.5kcal/kg体重で強制胃内投与後，アルコールを lg/kg体重で胃内あるいは腹腔内投与

した。対照群とカロリー液群聞の有意差をアスタリスクにて示した（ラ＜ 0.05，・ヲ＜0.01by Student’s t-test）。図

は文献3）から一部改変して引用した。
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て吸収が遅くなり BAC-maxが低下しでも消失時間に

遅れが生じるのみで，結果として BAC-AUCは変わ

らないはずであろう。しかしながら，実際には第 1,

3図に示す通り，食事摂取によって AUCは著明な低

下が認められる。また，アルコールの度数もその吸収

速度に影響する。十数%程度の度数の酒類を飲んだ

時に最も血中アルコール濃度が上がりやすく，低濃度

あるいは高濃度になるに従って血中アルコール濃度は

低下傾向になるとされるお）。我々の行なった飲酒実

験でも同量のアルコールを飲んだ場合，度数が5%の

ビールより水で 16%に希釈した焼酎の方がより高い

BAC-maxを示した 2）。以上より，食事摂取による

BAC-maxの低下は，食事由来成分による肝アルコー

ル代謝促進という機序よりも，アルコールの胃排出速

度を著明に低下させることで胃あるいは肝における

FPMの寄与を高め，結果として門脈・肝を通って体

循環に流入する際のアルコール濃度を低下することで

生じるものと考えられる。我々は，飲酒後のBAC-

maxの個人差に影響する因子の重回帰分析によって，

体水分量とアルコールの胃排出速度（胃内滞留時間）

の2つの因子でBAC-maxの近似が可能であることを

報告している 4）。要するに，体水分量の多い人，胃排

出速度の遅い人ほどBAC-maxは低くなるということ

である。

4.血中アルコール濃度に影響する食事由来の成分

飲酒後のBACの推移における BAC-maxは酪町の

程度に強く関係し，二日酔い症状の惹起には個人差は

あるもののBAC-maxが0.11%以上必要である 27）こと

が知られている。このように，アルコールの生理的な

血
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度

第 112巻第 3号

影響を論じる上でBAC-maxは重要な因子であること

は間違いない。それでは食物中のどのような成分が

BAC-maxに影響を及ぼしているのであろうか。蛋白

質，脂質，炭水化物の割合を変えて検討した例おー初）

では一致した見解は得られていない。一方で，単一の

食素材を用いた評価で，韓国ナシ 31）や紅参 32）に BAC-

maxの低下作用が報告されている。食素材成分を用

いた検討では，コーンペプチド 33）や大豆ペプチド測

が飲酒後のBAC-maxを低下したとの報告がある。ま

た，ラットを用いた検討で脂質成分や有機酸による

BACの低下と胃排出速度との関連が報告されているお）0 

BAC-maxに影響する胃排出速度が糖類と人工甘味料

とで違うという興味深い報告もある 36）。スクロース

を用いた飲料と人工甘味料（アスバルテーム・アセス

ルファム K）を用いた低カロリー飲料にそれぞれアル

コールを混ぜて摂取すると スクロースを用いた飲料

よりも人工甘味料を用いた飲料の方がBAC-maxと

BACAUCいずれも有意に高値となり，超音波検査に

よる胃内容物排出が有意に速くなっていた。これより，

人工甘味料を用いた低カロリーのアルコール飲料は酔

いがまわりやすい酒類であるといえよう。その他，ア

ラニン・グルタミン混合物について検討がなされてお

り， Bae-maxは低下しないもののアルコール代謝を

14%高めたとしている 37）。以上のことから，食事摂

取による BAC-maxの低下にはアルコールの胃排出速

度低下が必要といえる。一方で，ピルビン酸の供給源

になるような栄養成分を摂取した場合は代謝促進のた

め消失時間は早まるが，アルコールの胃排出速度に影

響しない場合にはBACmaxの低下はほぼ生じないと

考えられる（第4図）。
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第5図 各種素材のアルコール水溶液保持能（値はろ過液量を示す）

15%(v/v）アルコール水溶液に各種野菜・果物不溶性画分を 0.5%(w/v），各種市販食物繊維・増粘多糖類素材を

0.01%(w/v）でそれぞれ懸濁させた液lOmlをろ過し， 5分後のろ過液量を計測した。図は文献38）から一部改変

して引用した。

我々は蛋白質，脂質，糖質といった栄養成分以外に，

野菜や果物の水溶性成分を取り除いた不溶性画分がア

ルコール水溶液を物理的に保持することで胃内に長く

留め，結果としてBAC-maxを低下することを発見し

たお）。アルコール水溶液に野菜・果物の不溶性画分

を混ぜてろ過すると，アルコール水溶液を物理的に保

持する性質のある素材ではろ過液の落ちる速度が低下

し，特にトマトやマンゴ一等の不溶性画分にその作用

が強かった（第5図）。実際にそれらの不溶性画分を

ラットへ投与した後にアルコールを投与するとろ過液

(mg/ml) 

3.5 

4 

量が少ない（アルコール水溶液の保持能が強い）素材

ほど血中アルコール濃度が低くなった（第6図）。さ

らに，効果の強かったトマトの不溶性画分はアルコー

ルを胃内に長く留めていた（第7図）。野菜・果物の

不溶性成分は主として食物繊維であり，繊維質のアル

コール水溶液を保持する性質が効果を示したと考えら

れる。残念ながら，繊維類を精製しようとするとアル

コール水溶液保持能が減弱してしまうので構造的な解

明には未だ、至っていないが，第5図に示した通り市販

の食物繊維素材にも同様の効果を有するものを確認し

~ :Jj；；~r，·~r~~＋·－ t・"・ 
r ~ 0 86 
(p<0.001) 

1 5 

0.0 1.0 2.0 3.0 

ろ過液量（ml)

4.0 5.0 6.0 

第6図 野菜・果物類不溶性画分のアルコール水溶液保持能とラット血中アルコール濃度の相関

ラットに 2.5%(w/v）各種野菜・果物不溶性画分懸濁液を強制胃内投与後，アルコールを 4g/kg体重で同じく胃

内投与した。得られた血中アルコール濃度と第5図に示した各種野菜・果物不溶性画分のアルコール水溶液保持

能との相関はPearson’sproduct moment correlation coe伍cientを求めて相関係数： rとして示した。図は文献

38）から一部改変して引用した。
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第7図 トマト水溶性画分と不溶性画分投与によるラット血中アルコール濃度と胃内アルコール残存率への影

響

ラットにトマト水溶性画分あるいは不溶性画分を強制胃内投与後，アルコールを 4g/kg体重で同じく胃内投与

した。それぞれ異なる記号をもって有意差を示した(p< 0.05 by Tukey’s HSD test）。図は文献38）をもとに作
成した。

ている。そして，データは割愛したが増粘多糖類のキ である胃内で効果を発揮することを考えた場合，酸性

サンタンガム等は特に強い血中アルコール濃度低下作 下で安定である性質も重要であることを示すものと考

用を有することを見出している。これはアルコール水 える。また，さらなる検討により，野菜 ・果物の不溶

溶液を物理的に保持する性質のみならず，低pH環境 性画分やキサンタンガム等に一部のアミノ酸（アラニ

(mg/ml) 
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コ
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第8図 A：トマト不溶性画分へのアラニン添加によるアルコール水溶液保持能への影響

15%(v/v）アルコール水溶液に トマト不溶性画分ならびにアラニンを懸濁あるいは溶解させた液lOmlをろ過し

た。 2群聞の有意差をアスタリスクにて示した(p< 0.05 by Student’s t-test）。
B，トマト水溶性および不溶性画分へのアラニン添加によるラッ ト血中アルコール濃度への影響

ラットにトマト水溶’性および不溶性画分単独ならびにアラニン添加液を強制胃内投与後，アルコールを 4g/kg

体重で同じく胃内投与した。それぞれ異なる記号をもって有意差を示した（ρ＜0.05 by Tuke）九 HSDtest）。図

はA,Bともに文献39）から一部改変して引用した。
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ンなど）を加えることでアルコール水溶液保持能が高

まり， BAC-maxの低下作用が相乗的に増強されるこ

とを見出した（例としてトマトのデータ 39）を第8図

に示した）。そして，これらのヒトでの効果を確認す

るためにアラニンを強化したトマト加工品を用いて飲

酒試験を実施した結果，アルコール濃度の低下ととも

に尿pH低下の抑制といった生理的な影響や酔いの主

観的感覚を緩和できることを明らかにした 40)（第9

図）。これより，飲酒時の食事として特に繊維質の多

いものと蛋白性の食品を積極的に利用してみることを

お勧めしたい。

5.飲酒時の食事の役割について

飲酒時の食物摂取によるアルコール代謝動態への影

(mg/L) 
1.0 

呼気 0.8 

アJI, 0.6 

コ tホ 0 6 
JL 0.4 t事

も 6 
i度農 0.2 !・・ 

0.0 。 2 3 4 5 

字を書きにくい（作業性）

10 

酔 酔
し、 B

~ ~ ~J~Jl 
し、 B

感の覚 6 
の
感覚 6 

ス4 ス4
コ コ
ア 2 ア 2 

響は上述の通りだが， FPMの有無に関わらず重要な

ことは食物を摂取することでBAC-maxおよびBAC

AUCが空腹時飲酒に比べて著明に低下するという事

実である。すなわち食事は 摂取したアルコール量よ

りも体循環に移行するアルコール量を実質的に減少さ

せることになり，アルコールのもたらす様々な生体へ

の影響の緩和に繁がることから重要といえる。多量飲

酒のみならず，適量飲酒であっても飲酒後に主観的な

酔いの感覚のみならず様々な生理的変化が生じる。例

えば，糖質を含まない蒸留酒を空腹のまま飲酒すると

血糖値が低下傾向に陥る。これはアルコール代謝に伴

うNADH/NAD＋比の増加によって糖新生が抑制され

るためで，特に多量飲酒後の低血糖状態は二日酔いの

程度に寄与する可能性が指摘されている 41)0 このよ

0対照群（1 5名）・トマト群（1 5名）

! 叫
6 7 8 9 10 11 12(hr) 

（就寝）

頭重感 疲労感

r r 10 

。
00123456 叫 hr) 0 1 2 3 4 5 6 12(hr) 1 2 3 4 5 6 12(hr) 

｜口 対照群（ 1見）ロトマ曙（1見）

第9図 飲酒時のアラニン強化トマト加工品摂取による呼気アルコール濃度（上図）と主観的な酔いの感覚（下図）

ALDH2・1／ワ型男性15名を被験者として非盲検クロスオーバー無作為化にて飲酒試験を実施した。716kcalの

夕食とともに甲類焼酎（1.Zgアルコール／kg体重）を摂取した。トマトペーストにアラニンを添加した乾燥物（不

溶性食物繊維2.4g，アラニン 10.4g含有）と，対照に同カロリーのグラニュー糖を用い，それぞれ甲類焼酎に混

ぜて摂取した。主観的な酔いの感覚は visualanalog scaleを用いた。呼気アルコール濃度ならびに酔いの感覚ス

コアはいずれも対照群に対する有意差をアスタリスクにて示した（呼気アルコール濃度：ヲ＜ 0.05，・ヲ＜0.01by 

Student’s t test，酔いの感覚スコア・ヲ ＜0.05 by Wilcoxon signed-rank t巴st）。 図は文献40）から一部改変して

引用，作成した。
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第 10図 焼酎を適量飲酒した後の血糖応答に及ぼす

食事の影響

飲酒量は 0.32gアルコール／kg体重，食事は 460kcal

の市販テストミールを用いた。図は文献6.8）をもと

に作成した。

うな低血糖状態は食事由来の糖質や糖原性アミノ酸を

十分量摂取することである程度緩和される。我々は

ALDH2勺／ワ型と ALDH2ワ／て2型の両多型を対象に

焼酎を適量飲酒した後の血糖およびインスリン変動等

を調べ，いずれの多型においても飲酒時の食事摂取は

食事のみを摂取する場合と同様の血糖応答を示し，血

糖低下傾向を回避することを確認した 6.81 （第 10図）。

一方で，適量であってもアルコールは食事由来の中性

脂肪の血中濃度を高めるなど気を付けるべき点もある。

アルコールは各種栄養成分の挙動に影響を及ぼし，

慢性的な過度の飲酒は種々の栄養障害を惹起すること

が知られている 42）。 アルコールの影響を受ける栄養

成分としてよく知られているものとしてアミノ酸，ビ

タミンや一部の微量元素が挙げられる。アルコール依

存症者は健常人に比べて血紫中 BCAA. トリプトフ

ァン，メチオニン，シトルリン濃度が有意に低く 43).

勝外分泌不全のアルコール性膝炎患者では血禁中メチ

オニン，ヒスチジン濃度が有意に低い 44）ことが報告

されている。また，健常人においても飲酒後は血中の

BCAAなどの必須アミノ酸のみならずアラニン，グ

リシン，アルギニン，アスパラギンといった非必須ア

ミノ酸も一過性に濃度が低下する 45）。我々もアラニ

ンをはじめ多くのアミノ酸が適量飲酒時においても濃

度低下を生じることをALDH2勺／＊l型と

ALDH2勺／ヲ型の両多型でそれぞれ確認している（未

発表）。このようなアルコールによるアミノ酸濃度の

第 112巻第 3号

低下は吸収阻害以外の機序として，ラットにおける検

討でADH阻害剤である 4－メチルピラゾールの投与

によって抑えられた 46）ことからアルコール代謝に付

随して惹起されるものと考えられ， NADH/NAD＋比

の上昇によるアミノ酸からピルビン酸への代謝が一部

関与していることが示唆されている。アルコールによ

るビタミン，ミネラルへの影響については多量飲酒者

による慢性的な欠乏などがよく知られており，総説等

を参照されたい 47 49）。 ビタミン A.B群，C.D. E. 

葉酸やK.P. Ca. Mgなど多くの成分が影響を受け

る。飲酒時の一過性の変動についてはヒトでの報告が

あまり見当たらないが，適量程度の飲酒はビタミン C

の血中動態に大きく影響しないという報告がある国）。

飲酒時には微量栄養成分への影響を常に意識してそれ

らを積極的に摂取することが重要だが，アルコールに

よって吸収阻害や排池が促されるような成分について

はアルコール濃度が低下した飲酒後に充分な量を補給

することが必要であろう。

6. おわりに

日常的な飲酒習慣は，その積み重ねによって生体に

対して様々な生理的，精神的影響を及ぼしていく。本

稿では飲酒時の食事摂取がアルコール代謝動態に及ぼ

す影響ならびにその役割について主にヒトでのデータ

を基に解説した。なお，アルコール代謝産物であるア

セトアルデヒドや酢酸に関する知見については本稿で

は割愛した。慢性的な多量飲酒やイッキ飲みなどの有

害な飲み方（Harmfuluse of alcohol）を減らしてい

くためには，そのような飲酒習慣が形成されてしまう

前にアルコールの特性やその（一過性から慢性的な）

影響について基本的な知識を身につけ，時には自身の

飲酒習慣を見直しつつ適度な飲酒を楽しむといった，

より豊かな飲酒文化の醸成が重要と考える。そのため

には日常的な飲酒がもたらす功罪についての継続的な

情報提供が必要であり．今後のさらなる情報の蓄積に

期待したい。
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